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（ 古 今 集 、 巻 十 二 、 恋 歌 二 、 五 九 九 、つらゆき ）
忍 恋のこころを よ み 侍 りける
衣手に
おつる涙の色なくは 器 と も
人にいはましものを
（ 千 載 集 、 巻 十 二 、
恋歌二、七四0、二 条 院 内 侍 参 川 ）
などがあり、貰之の歌
の「白玉と見えし涙」や参 川 の 歌 「 露 」
は行政の歌
の「ただの涙」
に 相 当 する。「歌語rくれなゐ』は 、
紅染めの




とが本意 だ っ たのである」か ら 、 「 た だの涙」は「紅の
涙」 と な っ て い な い 普 通 の涙を 表 し て いる。このよう に 、 滸 色 されていな
い 素 材 そのままの色は、糸の場合では、 「 し づ は た に ヘ
つるほどなり白糸のたえぬる
身とはおも
は ざ ら な ん 」 （ 後 撰 集 、
巻 十 四 、 恋 六 、 よ み 人 し ら ず ） 、 絹 布の場合で
は、「ただなる絹、








い 索 材 そのままの色 を 表 す の が 本 意 で あ っ た 。
前 述したr 宇 沖 保 物 語 』 の 行 政 の 歌 は 、 「 衣 袖の色」の涙（紅
の涙 ） と 「 た だ の 涙 」 と を 対 比 し て い る と 述 べ た が 、 こ こ で は 八
代 集 に 用 い られた 「紅の涙」を取り 上 げ て み よ う 。 悲 喉のあまり流 す 涙
を意味する漢語の翻訳語「血の涙」、「紅の涙」を詠んだ八
代 集 の歌は、直接にそれと表 現 さ れ て い な く て も こ を 暗 示 し ているものも含める
と次のようになる （ 「 血 の 涙 」 と 表 現 し
たものは、
r古今集』の八1110の歌だけである）。そして、これらの歌に見られる特徴的なことは、「袖（袂）を染める紅の涙」という表現なので、これも歌 番 号 を 〇 で 囲 ん で 示 し た 。 な お 、 番 号の下の
































































































































































































































































































きに心身をさいなまれる様が赤裸裸に歌われている。自分の一途な恋惜が瞬く間に相手に通じ くなってしまう「不逢恋」への咬き（六九）、行きなずむ恋の道に身を腔き「恋死」することへの悲しみ 七0) 恋情が激しく燃え上がる自分の「他 幣 らぬ恋」の確認（七一）、自分の恋情を相手に軽くあしらわれる「怠偽恋」に執滸する自分へのいとおしみ（七二）一人寝の寂しさをかみしめる秋の夜半の
「寝党恋」（七三）が主題となっている。
技巧的には本歌取り（七0、
七二番の歌）を初めとして、
古歌
の影響を受けた歌が多い。六九番の歌には、r源氏物語」の一楊而に見られる
ような物語的な雰囲気が感じられる。七
0番の歌は
r拾迫集」に、
七＿一番の歌は小弁の歌やr為忠家初度百首』の歌
に、
七三番の歌は
r階成院親王二人歌合』やr永久百首」の「寝
覚恋」題の歌 それぞれ影押されてい 。ま
た、
疑問や反語を多
用し、
類推や自問の表現を使って、煩悶し逸巡しともすれば挫折
感を味わいがちな自分の恋への嘆きを歌い、一首に奥行きを与えている。結局「 のこころを」詠んだ忠度の
は、
和歌の伝統を
（せら
もとき
よく咀哨しさらに当代の百首歌等の新しい頼向も取り入れ
て、
悲
恋を中心テーマとしながら喪失感の色漑い恋の種々相を捉えて、恋歌の独自の他界を創造している。
注(1)拙稿「平忠度の恋の歌に見られる身と心」(r岡山高校国語」三
十五号岡山県高等学校教育研究会国研部会平成十一年三月）参照
。
(2)拙稿「平忠度の歩の歌について」(r岡大固文諭稿』第二十六号
平成十年三月）参照。
(3)安田徳子r万代和歌集』
m
（明治掛院平成十二年十月）
(4)西森箕太郎「自撰私家集 一様相再論ー流布本赤染衛門集大
江為基歌群構 綸陶�」(r和歌文学研究』第三十号
昭和四十八
年十二月）
(5)伊原昭「くれなゐのなみだー子津保物語における (r平安
朝文学の色相l特に散文作品を中心としてー�」笠IUJ世院昭和四十二年九月）
(6)片岡智子「歌語rくれなゐ』考ー|紅は移ろうものかー」〈『ノー
トルダム消心女子大学紀要国語・国文学絹』第十八巻第一号一九九四年＝
1-月）
元高
校教諭）
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